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特集「リソソーム研究の新展開」によせて

小林　妙子
（京都大学大学院生命科学研究科生体制御学）

リソソームはご存じのとおり細胞内の最終分解を担うとても小さなオルガネラで
ある。内部には数多くの加水分解酵素が含まれており，細胞内外の不要な物質を分
解し，再利用する。この不要物の分解処理システムは，すべての細胞に必要な普遍
的かつ必須のプロセスである。ヒト疾患においても，リソソーム内の酵素などの機
能欠損に起因するライソゾーム病に代表されるように，リソソーム機能の重要性が
証明されている。しかし，教科書などでリソソームについて調べてみると，リソ
ソームの機能については，“細胞内消化”と説明されており，オートファジーやエン
ドサイトーシスなどのリソソームへの運搬経路と共にその役割が紹介されている。
“リソソーム”はこれらの経路を支えてくれる名脇役のようにも思える。
しかし，近年のリソソーム研究は幅広い分野において発展を見せているとてもエ

キサイティングな領域である。例えば，細胞内の栄養状態を伝達するシグナリング
ハブとしての機能，細胞周期における機能，がんなどの疾患や個体発生および加齢
に伴う機能など，リソソームの新機能についての報告は近年飛躍的に増加傾向にあ
る。まさに主役である。一方で，これらのリソソーム機能をメイントピックとして
取り上げている特集は残念ながら少ない。原著論文を読んでもリソソーム機能の多
機能性からか解析ツールも多様であり，複雑で理解しにくいところもあるかもしれ
ない。リソソームについてもう少し踏み込んで勉強したいと思われた方に薦められ
るものがあれば，との思いから本企画を提案させていただいた。
本特集では，長年リソソームの研究に取り組み，日本におけるリソソーム研究の

基礎分野を牽引してこられた本領域を代表される先生方から，最近リソソームを扱
い始めた（筆者を含む）研究者まで，幅広いリソソームの専門家による総説で構成
されている。対象は酵母からヒトまで，作用機構も分子レベルから個体レベルまで
を含み，新しいツールや疾患における機能も網羅したものとなっている。リソソー
ムの基礎，研究の歴史，そして最近の動向までを学びたいと思ったときに，本特集
は手にとって満足していただける読み応えのあるものとなっている。これらの研究
が発展し，今後のリソソーム研究が更に面白くなることを確信している。
最後に，お忙しいなかに時間を割いて執筆いただきました著者の先生方，企画を

受け入れていただいた松田先生，丁寧な編集をしていただいた編集部の方々に深く
感謝申し上げます。
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